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ポストコロナを見据えた受入環境整備促進事業

○ポストコロナを見据え、観光地・宿泊施設・公共交通機関の各場面において、ストレスフリーで快適な旅行を満喫できる環境及び災害○ポストコロナを見据え、観光地・宿泊施設・公共交通機関の各場面において、ストレスフリーで快適な旅行を満喫できる環境及び災害
など非常時においても安全・安心な旅行環境の整備を行うとともに、オーバーツーリズムの防止等により、地域・旅行者の双方がメリットを
享受できる環境づくりも念頭に、持続可能な観光地域づくりに資する環境整備の促進を図る。

※上記に加え、必要な調査・実証事業を実施

・段差解消
（エレベーター）

・UDタクシー ・携帯型翻訳機 ・観光列車
等

● 持続可能な観光の促進に向けた受入環境整備の取組を支援

● 観光施設等における危機管理対応能力強化・訪日外国人患者の受入機能強化に向けた取組を支援

オーバーツーリズムの未然防止自然環境、文化等の地域資源の保全・活用

等

・避難所機能強化

・災害時の多言語対応強化

・衛生環境強化

等

危機管理対応能力強化 訪日外国人患者受入機能強化

・翻訳機器の整備

等“発熱”→  “fever”

災害時等にお
ける観光危機
管理計画の策
定及び訓練の
実施を支援

・非接触チェックイン
・キーレスシステムの導入 等

● 滞在・移動空間の快適性や利便性等の向上に向けた取組を支援

ストレスフリー・バリアフリーな宿泊環境整備

・客室・浴室の
バリアフリー化 等

交通サービスの受入環境整備

【補助率 1／２、１／３ 等】

観光庁(参事官(外客受入担当))：2,143百万円

・有料トイレの整備

・入域料の徴収のためのシステム整備

・混雑平準化のためのシステム
（混雑状況の可視化等）の整備

・マナー啓発に必要な備品、施設等の整備

・パークアンドライド促進のための駐車場の
整備 等

※令和４年度第２次補正予算も活用

非常用電源
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賑わい拠点となる
屋外広場の整備

■インバウンド受入環境整備の高度化

消費の拡大

補助率 １/２等
対象地域 訪日外国人旅行者の来訪が特に多い、又はその見込みがある市区町村として観光庁が指定するもの

周遊の促進

観光スポット 観光スポット

観光スポット

商店街

飲食店

観光案内所

駅

観光スポット

道の駅

滞在施設

• 滞在時間の延長・消費の拡大を図るため、観光施設等における利便性向上や
その地域ならではのイベント開催等に資する環境の整備を支援

観光施設内の移動支援ナイトマーケット

多様な移動手段の整備

電動キックボードや電動アシスト自転車

グランピング環境の整備

AIチャットボットの導入

キャッシュレス化

観光スポットの多言語化
無料Wi-Fiの整備

ワーケーション環境の整備
ICTを活用したゴミ箱の整備

観光案内所等の整備・改良

等段差の解消

近距離移動支援
モビリティの整備

ＩＣＴ等を活用した観光地のインバウンド受入環境整備の高度化

訪日外国人旅行者の周遊の促進・消費の拡大を図るため、ICT等を活用した観光地の受入環境整備を支援する。

観光庁(参事官(外客受入担当))：149百万円

歴史的観光資源の高質化
建築物・空地等の美装化・緑化、
除却等

歴史的な町並みの景観に配慮した建造物

観光振興のための
無電柱化

多言語案内看板 サイクルラックの設置

先進的なサイクリング
環境整備

■走行環境整備
■受入環境整備
■魅力づくり
■情報発信

トイレの高機能化及び洋式便器の整備

※令和４年度第２次補正予算も活用

• 環境に配慮しながら、点在する観光スポットへの周遊を促すため、電
動キックボードや電動アシスト自転車の設置等を支援
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３ ．訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業 【約243億円】

観光施設や交通機関の受入環境整備
・訪日外国人客を受け入れる医療機関における
キャッシュレス決済環境や多言語化対応の整備支援
・観光施設や交通機関における感染症対策等支援
・航空等公共交通におけるストレスフリーで快適な旅行環境整備

宿泊施設・観光施設における省エネ性能の向上
・省エネ性能の高い設備等の導入を支援

１．インバウンドの本格的な回復に向けた集中的な取組等【約257億円】

観光再始動事業
・文化、自然、食、スポーツ等の分野で特別な体験や期間限定の取組を
創出するとともに、強力なプロモーションを実施

地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり
・高付加価値旅行者層の取り込みに向け、全国10カ所程度の
モデル観光地の計画策定・コンテンツ造成等を集中的に支援

インバウンドの地方誘客や消費拡大に向けた観光コンテンツ造成支援
・特に地方への誘客、地方での消費拡大の促進のため、
地域に根差した観光資源の一つ一つを、インバウンド向けに磨き上げ

※上記に加え、
MICE誘致支援、コンテンツ連携、スノーリゾート形成や
歴史的資源を活用した観光まちづくり等を実施

２ ．地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化
【複数年度計約1,500億円】

３．令和４年度第２次補正予算

観光地再生・高付加価値化事業の拡充
・地域一体となった面的な宿泊施設の改修、廃屋撤去等による観光地の
再生・高付加価値化を促進するため、以下の点を拡充
〇複数年度（２～３年）にわたる支援の実施
〇観光施設改修の補助上限引き上げ
〇面的DX化（地域一体でのキャッシュレス化等）を補助メニューに追加

世界の成長を取り込み、高い経済波及効果を地域にもたらす観光は「成長戦略の柱」、「地域活性化の切り札」。
観光立国の復活に向け、足元の円安メリットを活かし、インバウンドの本格的な回復に向けた集中的取り組みを実施しつつ、観光地・
観光産業について持続可能な形で「稼ぐ力」を高める取組を強力に推進し、インバウンド消費５兆円超の速やかな達成を目指す。

キャッシュレス

廃屋撤去宿泊施設の大規模改修

ボイラー

文化財の限定公開

食文化

自然

スポーツ

エンターテイメント

食
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JNTOと連携した
プロモーション
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お問い合わせ先

（お問い合わせ先）

四国運輸局観光部観光企画課

電話番号：087-802-6735
MAIL：skt-kankokikaku@gxb.mlit.go.jp


